
 フエ支部 協働実践研究会 第１回（2019年 12月 21・22日） 

―ベトナム・フエ支部設立 － 

 

        会場：フエ大学外国語大学 日本語日本文化学部 

     参加者：18名 フエ外国語大学、フエ師範短期大学 （日本人教師 3名を含む） 

     ワークショップ講師：近藤彩（麗澤大学）、池田玲子（鳥取大学） 

 

     プログラム 

第 1日目 協働学習としてのケース学習 講義・学習体験（１） 

      第 2日目 ケース学習体験（２）、教師体験、実践のポイント、 

ビジネス日本語コース検討会 

     

 

ビジネス日本語研修の内容は以下のとおりです。 

 

➢第 1日目午前：（8時半～12時） 

 

協働学習としてのケース学習 講義・学習体験（１） 

ケース 1「まだ 9時半です」の人物の気持ちをグループで分析し、ケースの内容を深く理

解し、ロールプレイを練習しました。フエ外国語大学の先生は今回の研修における新しい授

業の進め方を今後実際にどのぐらい行う可能性があるか検討しています。 

 

➢第 1日目午後：（14時～17時） 

午後は、ケース 5「あと 4分なのに！」を使って授業が行われました。授業の初めにはア

イスブレイキングの活動を行ってから、テーマと文章の下に載っている絵を通じ、想像力を

高めるために話し合いをしました。その結果を発表するまで、各グループで自由に討論しま

した。ケースの内容を確認し、応用として登場人物への手紙を書く練習もしました。 

 

 



➢第 2日目午前：（8時半～10時半） 

2日目はケース８「仕事の能力をあげたいのに」を使いました。授業の前半はリエン先生

が担当しました。各自で読ませ、内容を確認するため、多くの質問をしました。ケース 8に

は何人も人物が出てきましたが、李さんと山本課長の二人の気持ちを中心に考えました。 

後半はラン・ニー先生が大きい二つのグループに分けました。一つ目のグループは李さん

になり、困難なことを告白し、アドバイスを求めました。もう一つのグループはアドバイザ

ーになり、助言をしました。 

 

➢第 2日目午後：（14時半～16時） 

 

「ハイランドコーヒー」というベトナムのコーヒーチェーンの商売状況について SWOT

分析をしました。SWOT分析は製品の強み・弱み・機会・脅威を把握するための分析です。

SWOT分析を用いて企画を具体化していきました。 

それから、フエ大学外国語大学ビジネス日本語コースのシラバスについて検討しました。 

 

  

  

 


